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Shapes and Measures)，資料の表現 (DataDisplay) 







問題番号 内容領域(トピックの正式名) 認知的領域 解答様式
Q 1 数(整数) 応用 選択式
Q2 数(整数) 知識 記述式
Q3 数(分数・小数) 知識 選択式
Q4 数(数列・数の関係) 応用 選択式
Q5 数(整数) 応用 記述式
Q6 数(整数の数式) 知識 選択式
Q7 数(分数・小数) 応用 記述式
Q8 数(整数) 応用 選択式
Q9 数(分数・小数) 知識 記述式
QlO 数(整数) 知識 記述式
Qll 数(分数・小数) 応用 選択式
Q 12 図形及び測定(点・線・角度) 知識 選択式
Q 13 図形及び測定 (2・3次苅図形) 応用 選択式
Q 14 図形及び測定 (2・3次克図形) 推論 選択式
Q 15 資料の表現(読み取り・解釈) 知識 選択式




















表3:小学校及ひ、CFEEF別正解率及び各教員の予想正解率 (09""' 016) 
正解率 Q9 Q10 Qll Q12 
分類 文章題分数 2桁x2桁 文章題小数 人角度比較 :ι
CFEEF 75% 75% 93% 60% 
Ecole 1 51% 28% 83% 20% 
Ecole 2 90% 75% 59% 34% 
Ecole 3 0% 29% 31% 26% 
予想正解率 Q9 QlO Qll Q12 
分類 文章題分数 2桁x2桁 文章題小数 角度比較
CFEEF→ CFEEF 60% 100% 60% 50% 
CFEEF→ G4 30% 60% 25% 25% 
Ecole 2→ G4 50% 100% 95% 80% 






































CFEEF I 2.5% I 77.5% 
Ecole I 10.l % I 20.9% 




14.2% I 9.l % I 41.7% 
濃い灰色の解答率:不正解








型となっているようである. A: 3 + 8 = 11，ないし，
B : 3 +8 + 6 = 17がその例である.逆思考そのも
のの発想が非常に難しいだけでなく，口を含む文字式
表 12:Q 6の解答率






Ecole I 5.4% 



















Q7 wrong answer Frequency 
1 triangle shaded 55 
a half badly shaded 13 
3 triangle shaded 15 
4 triangle shaded 3 
Others 164 
※薄い灰色の選択肢.正解，濃い灰色の解答率.不正解として割合の高いもの




































Total I 9.l % I 18.2% I 8.8% I 43.9% I 20.l % 
※薄い灰色の選択肢・正解，濃い灰色の解答率.不正解
として割合の高いもの






































Q12 No A B C D 
answer 
CEM 20.0% 11.2% 24.9% 33.2% 10.7% 
CFEEF 2.5% 10.0% 17.5% 60.0% 10.0% 
Ecole 20.2% 5.4% 18.6% 26.4% 29.5% 
















Q13 No B C answer 
CEM 0.5% 8.3% 
CFEEF 0.0% 10.0% 
Ecole 7.8% 7.0% 
















Q14 No A answer 
CEM 20.0% 20.0% 
CFEEF 5.0% 2.5% 
Ecole' 13.2% 11.6% 
Total 16.0% 15.2% 
※薄い灰色の選択肢:正解，
として割合の高いもの
74 
6.総括
以上の通りの分析結果から今後のジブチにおける算
数教育への技術支援としては以下のことが考えられる
(1) 内容領域としては，すべての分野において課題が
あることが分かつたが，特に分数や図形分野での課
題は深刻である.ただこれは，そもそも授業で取り
扱っていない，あるいは部分的にしか教えられてい
ない可能性がある.よって，小学校教員が同分野を
教えられるように技術支援することが重要となる可
能性がある.
(2) 他方.CFEEFの学生は概ね算数の基本的な理解
ができていることが分かつた.ただし図形について
は復習が必要となろう.他方，小学校教員になるう
えで最も重要になるのが，いかにわかりやすく各単
元を教えるのか，数の計算であっても文章題となっ
た時にどのように児童の理解を図るかなど，具体的
な授業場面・教授法に関する技術支援が必要となるt
(3) 他方，そもそも児童を指導するための教材につい
ても精査する必要がある.教科書そのものがあって
も，反復して向上を図る必要のある計算能力，特に
小数や分数の計算などについて，計算ドリル的なも
のがあるかどうか，教師用の指導書が実践的なもの
になっているかどうかについても検討する必要があ
る.
(4) 中学校生徒の算数学力が小学校児童よりも低いあ
るいは差がない可能性があることが今回の調査で分
かったある意味では小学校より中等学校での課題
はより深刻である. しかし長期的な技術支援を考
えた場合，さらにCFEEFの段階的な発展を考えた
場合，やはり小学校での算数教育の強化.CFEEF 
での小学校教員養成・研修の強化をまず図り，その
基盤に基づいた中等学校への支援を考えたほうが回
り道のようで着実かつ効率的な支援となるものと思
われる.
国際教育協力研究第9号
